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　（目的）当検査室では、結核菌の検出を塗抹・培養
法で行っているが、結果判定迄に4～8週間以上を要
している。DNAプローブ「中外」一MTDキットで
は、数時間で臨床検体から直接結核菌を検出できるた
め、結核と癌の早期鑑別又は、結核の早期診断、治療
に有用である。今回第・一外科講座の協力により臨床検
体（気管支洗浄液、針生検洗浄液）64件についてM
TD法による測定を行ったところ陽性25件、培養法
陽性1件、塗抹陽性0件の結果を得たことから、コン
タミネーションによる偽陽性反応を疑い検査室の環境
汚染について検討したので報告する。
（方法及び結果）
1．検査室の環境汚染が三体又は、増幅産物によるも
のか調べるために検査関連機器4件、作業台、検体処
理液2件と、エアロゾルの有無を調べるため、クリー
ンベンチ内5ヵ所に置いた試験管についても同時に検
査した。溶菌操作なしの反応を増幅産物によるものと
して判定した結果、増幅産物は全て陰性で、検査関連
機器4件、クリーンベンチ内5カ所が菌体について陽
性だった。
2．タリー一一ンベンチ内5カ所のエアロゾルの有無を確
認した。
　1）ファンを回している時、止めた時、ファンを回
　しスプレーで次亜塩素酸処理をして10分間放置後
　それぞれ検査した。次亜塩素酸処理前は、それぞれ
　2ヵ所陽性。処理後は、1カ所陽性だった。
　2）ファンを回してスプレーで再度次亜塩素酸処理
　し1時間放置再検査した。1カ所が陽性となった。
　3）ファンを回して1時間に3度スプレーで次亜塩
　素酸処理し、検査した。全て陰性となった。
3．ピペヅトのスブラッシングによるコンタミネー
ションの有無を詞べた。ピベヅトによるスブラッシン
グは認められなかった。
（考察）今回のクリーンベンチの汚染は、結核菌の培
養・同定検査の時に飛散した菌体がUV照射や次亜塩
素酸処理後も残存していたためと思われる。核酸増幅
法は非常に高感度であるため、菌の核酸混入により偽
陽性が出易い。そのため結核菌の培養・同定検査と同
じクリーンベンチ、検査室を共有するという事は、偽
陽性が出る可能性がより高くなる。今回の検討から核
酸増幅法を行う場合は、培養法とは別の検査室で実施
するべく検査室の増設を望む。
【目的】光感受性物質であるmono・L－aspartyl
chlorill　e　6（以下ME2906）は，悪性腫瘍や動脈硬化
巣に集積する事が知られている。ME　2906の吸収
波長帯であるLaser（664nm）を照射すると，光化学
反応により活性酸素が生じる。この活性酸素が細
胞に障害を与える事を利用した光線力学的治療
（Photodynamic　therapy：PDT）が研究されてい
る。一方、動脈硬化の発現進展には，内皮細胞の障
害および凝固線溶に関する分子マーカーが関与し
ている。そこで我々は，ME2906を用いたPDT
の血管内皮細胞に対する影響を検討した。
【方法】培養ヒト大動脈内皮細胞（HAE　C）に
ME2906を添加後，：Laserを照射（10J！cm2）
し，HAECの残存率をトリパンブルー染色法にて
検討した。また、HAECの産生するトロンボモジ
ュリン（TM），6ケトプロスタグランディン：F1。（6－
Keto－PGF1。），組織プラスミノーゲンアクチベー
ター（t・PA），エンドセリン（EC）を測定した。さら
に，ME　2906と共に抗酸化剤であるアスコルビン
酸（AA）を添加し、その影響を検討した．
【結果】①HAE　Cの残存率は，　ME　2906の添加
濃度依存的，Laser照射量依存的に低下した，
②培地にAAを添加すると，　HAE　Cの残存率は上
　脱した。
③HAE　Cが死滅しないME2906濃度（1μglml）
　においてHAE　CのTM，6－Keto・PGF1。，t－PA産
　生能には影響を与えなかった。
④ME2906濃度（1μg／ml）においてHAECのEC
　は減少した．
【考察】AA添加によりHAE　CのPDT後の残存
率は上昇した事より、PDTを行なう際にはAA投
与が有効と考えられた．また，HAECの死滅しない
条件下では、HAECの凝固線溶に関与する分子マ
ーカーは、抗血栓性に働いた。以上より、PDTの
動脈硬化治療の有効性が示唆された。
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